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1. アルツハイマー病の分子病態と治療・予防 豊島区・板橋区・北区合同もの忘れ相談医

養成研修会 2011 年 6 月 30 日 東京 （一般開業医に対する教育講演会） 

2. アルツハイマー病 目前に迫った予防と治療 甲陽学院同窓会・平成 23 年度同窓会員

総会 2011 年 8 月 28 日 西宮 （高校同窓生を対象とする一般向け講演会） 
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8 日 東京 （うつ・認知症の啓発を目的とする一般向け講演会） 


